
（神戸大学図書館所蔵「神戸開港文書」より福原遊廓遊女「つる」一件 関係文書） 
 
 

今回の個別セミナーでは、3 月半ばにイェール大学で開催される海外個別セミナー（第１回）の報告

予定者である岐阜大学の人見佐知子さん（頭脳循環プログラムの担当研究者）にご報告をいただきます。 

人見さんのご報告では、1868 年の兵庫（神戸）開港後に、外務局が外国人との交渉関係史料を綴っ

た神戸開港文書から、神戸の外国人妾「つる」の一件を取り上げます。明治初年の福原遊廓と外国人、

遊女つるをめぐる様々な人々の動きを 1 つの史料から復元し、移行期の性売買と身売り、それに関わる

人々とその相互関係の変容について論じていただきます。 

今回は、科研・遊廓社会研究会とも共催です。近世〜近代移行期の社会史や遊廓研究に関心のある皆

さまのふるってのご参加をお待ちしています。 

 

 

 


